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しはじめに
インターネットをはじめとする身近なネットワーク環境の著しい変化は、教員養成系学部におい
ても、それらのメディアを活用できる人材の育成を急務とした。しかしながら本学の教員養成課程
においてはネットワークを使用する環境が十分とは言えず、教官サイドからもネットワーク環境の
改善・指導が強く求められてきた。
本研修は、これらの事から教員養成課程のネットワーク環境の改善を目的として，パーソナルコ
ンピュータ用のグラフイカル・ユーザ・インターフェースで、あるWindows95を導入し、容易に使用可
能なネットワーク環境の構築を試みた。また、これに先立って、効果的なネットワークシステムを
構築する上での基本技術の習得期間を設け、ここでの技術習得をもとにネットワークシステムの検
証を行った。
2 ，教育学部におけるネットワーク環境の現状
現在、本学のネットワークシステムは情報処理センターを中心に構成されている。ネットワーク
を使用するには、情報処理センターの端末を使用するか、各研究室にLAN及びホストコンピュータを
設置し、 IPアドレスを習得後に使用する事になる。電子メール等のサービスを受けるには、メール
サーバとしてのホストを決定し、そこでのユーザー登録を必要とする。また、ネットワーク用のア
プリケーションを実行させるには、多様な設定を行わなければならない。これらの条件をクリアし
ても、ホストの多くにワークステーションが使用されているため、使用者には基本的なUNIXコマン
ドの習得が義務付けられる。教員養成系の教官及び学生にとって、このような手順は大変煩わしく、
実際に以上の様な理由からネットワークを使用していないと言った事が多く見られる。
これらの事から、使用者の多くがパーソナルコンビュータのみの使用である事を踏まえ、 OS (オ
ペレーティング・システム)のコマンドを意識する事なく、視覚的・操作的に簡単なGUI (グラフイ
カル・ユーザ・インターフェース)としてWindows95を導入し検証した。パーソナルコンビュータで
ネットワークを構築するに当たっては、現在まで、WindowsNT等での構築が一般的であったが、いずれ
も導入段階の使用設定が複雑であり、ネットワークを運営・管理する上でも問題があった。今回導
入したWindows95はネットワークを構築する上での設定が容易であり、使用する上でもOSコマンドを
比較的に意識しない等の特徴がある。これらの事についても、今回構築したネットワークの説明と
合わせて順次述べていく事とする。
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3 , Wi ndows95の特徴
J{ ーソナルコンピュータの分野において、その技術の進歩は飛躍的であり、特にプロセッサに至
ってはぺンティアムやPowerPC等、数世代前のメインフレームにも劣らない技術が開発されている。
プロセッサの性能は 8 ， 16 ， 32 ピットと移行し、搭載可能なメモリの容量も数年前のHD容量
に値するほどとなった。しかしながら、人間とのインターフェースであるOSに関しては、一貫して
MS-DOSの概念である 1 6 ピットの思想から脱却する事なく現在まで用いられ、画期的なGUI と賞され
たWindows3. 1 もこのMS-DOSの思想から脱却する事ができずに、システムの安定性が不完全であった
事は否定できない。昨年発表されたWindows95は、これらの反省を元に 32 ピットアーキテクチャを
取り入れたGUI として登場し、大幅な改善が行われている。
従来のWindows3.1 と比較して強化された点としては、
1，ネットワークと他のサブシステム向けにサポート機能を有する 32 ピット OS
2，コンピュータ自身がハードウェアデバイスを検出するプラグアンドプレイ機能
3，システムリソースの制約を撤廃したため、メモリ不足エラーがなくなった。
4，ネットワーク機能の組み込み
5，従来のファイル名制限(ファイル名半角 8字十拡張子半角 3字)を強化し、
ファイル名半角 250字
等が挙げられる。しかしながら、その導入については、
1)既存のOS上のアップグレード製品であるため町一DOS Ver5. 0以上及びWindows3.1
2)i486SX(80486SX)以上のプロセッサ及び8MB以上のRAM
3)VGAあるいはSVGAのディスプレイ・ 75MB以上のHD容量・ CD-ROM ドライブかFD ドライブ
が必要であり、数年前のパーソナルコンピュータで使用するには、かなり厳しい条件となってる。
4 ，ネットワーク構築上の検討事項
1 )ネットワークの形態
ネットワークを構築する上で最初に検討する事として、その構成が挙げられる。
いわゆる、 C1 i ent/Server型にするかPeer to Peer型 lこするかといった選択であるが、
Peer to Peer型の特徴としては、
1 ， Server専用機やServer機能を持つNOSを必要としないため、低コストで構築が可能。
2，複雑な設定を必要としないため、導入が簡単。
が、挙げられ一方のC1 i ent/Server型で、は、
1 ， Serverにデータやプログラムの一部を置くため、一括した管理が可能。
2 ， Serverの性能の改善のみでネットワークの信頼性を引き上げれるため、
Client別に性能を改善するよりはコスト的に有利。
3 ， Server/Clientに最適な機器を割り当てる事が可能。
旧型のマシンをプリンタサーバにするなどの利用が図れる。
といった特徴がある。今回、導入したWindows95は、標準で、Peer to Peerのネットワーク機能と
Server /C 1 i entベースのネットワーク製品の幾っか (Windows NT ServerやNet Ware等)に対す
るクライアント機能が標準で付加されている。
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2) ネットワークの基本機能
次に、ネットワークの基本機能について検討を行った。ネットワークシステムには、基本的に
以下のような機能が要求される。
1.ハードディスクやプリンタ等の資源を複数のユーザで共有し、データを共有できる事。
2，複数の CPUを一台のコンピュータで動作させる SMP方式
3，プロトコルの違いを吸収し、マルチベンダーな環境を構築するマルチプロトコルへの対応
4，ディスクの二重化によるミラーリングやデュブレキシングによるフォールトトレランス機能
5，個々のユーザ及びグループに対するアクセス権を管理するユーザ管理機能
これらの事から考えると、 Server専用機と Windows95を用いた C1 i en t!Server型で、のネットワー
クの構築が容易であり、システムの安定性も高いと考える。しかしながら今回のWindows95で、付加
されているのは、あくまでも Peer to Peer機能と CI i ent!Serverベースのネットワーク製品の幾っ
かに対するクライアント機能のみであり、上記の 2) で要求される機能の内の幾つかについては、
その保証が困難となる。また、予算的な側面から考慮してもServer専用機の購入が難しい事から、
今回はPeer to Peer型で、の構築を余儀せざるを得なくなった。教員養成課程で必要とされるネッ
トワークのニーズとしては、教材開発による画像データ等の共用及び転送・ HDやCD-ROMといった
ハード資源リソースの共用・グループウェアによる実務的な処理等が中心であり、複数のクライ
アントが同時に複雑なシュミレーションをバックグラウンドにおいて計算させると言った用途が
比較的少ない事から、運営上での問題は少ないと判断した。
3) ネットワークプロトコル
パソコンLANのデータ転送を理解す
る上でOSI(Open System Interconnec 
t ion ;開放型システム間相互接続)参
照モデルを示す。 OSI参照モデルは、
ISO (国際標準化機構)によって提案
されたネットワークの標準モデルで、
別々のシステムにあるプロセス開通信
のデータ転送をモデル化したものであ
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る。ここでは、ネットワークの機能が
7層に分割して表現されており、各層の機能や役割が定められている。これにより、共通の水準
でネットワークの相互接続を実現するための規約が定義されている。
物理層及びデータリンク層は、イーサネット、 トークン・リング、ローカルトーク等のアクセ
ス方式に関する事が、ネットワーク層及びトランスポート層は、 TCP/IP (UNIX系) , 1PX/SPX (ネッ
トウェ7) , NetBIOS, Apple Talk (Machintosh) 等のプロトコルに関する事が、セッション層、プレゼ
ンテーション層及びアプリケーション層は、 FTP ， Telnet等のネットワークアプリケーションに関
する事がそれぞれ当てはまる。 Windows95では、このモデル図でプロトコルの部分(ネットワーク
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層及びトランスポート層)に、 NetBIOS、 Net Wareに代表される IPX/SPX、 UNIXの標準的なプロト
コルのTCP/IPがバンドルされている。今回のネットワークの構築にあたっては、このプロトコル
の中からTCP/IPを選択した。 TCP/IP(Transmission Control Protocol/lnternet Protocol) は、あ
らゆるコンピュータの標準的なプロトコルとして採用されていため、異機種開通信に於ける接続
性が非常に高く、汎用機やワークステーションとパーソナルコンピュータを混在させたマルチベ
ンダーな環境が構築できという特徴を持つ。最近では、インターネットの利用に不可欠な事から
注目されている。しかしながら、通信ドライパーの常駐サイズが大きくメモリの問題があった。
特に、今までのMS-DOSの環境では640Kのコンベンショナル制限があったが、 Windows95ではメモリ
のリソース制限がなくなった事から、この件に関しても問題はないと判断した。
5 ，構成機器とネットワークトポロジー
今回のネットワーク構築については、以下の器材で構成した。
PC-9821Ap2*8 
.14MBのRAM
• SVGA (1280* 1 024) のディス7。レイ
・ HD容量340MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
PC-9821V7本2
.16MBのRAM
• SVGA (1280* 1 024) のディス7。レイ
.HD容量850MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
.4 倍速CD-ROMトゃうイプ
PC-9821Xs*1 
.20MBのRAM
.SVGA (1 280本 1024) のディス7。レイ
.HD容量340MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
PC-9821V10本 l
.32MBのRAM
.SVGA (1 280判 024) のディス7。 レイ
.HD容量850MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
.4 倍速CD-ROMト。うイデ
いずれのマシンにもOSとしてMS-DOS Ver5. 0及び、Windows3. 1 をインストールしている。
ネットワークトポロジーは下図のように多様なものが存在するが、
(1)メッシュ型
(4) 複階位型
¥ 
(2) スター型 (3) 階位型
(S) パス型 (6) リング型
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今回のネットワーク構築がCl ien t/Server型を意識したPeer to Peer型で、あり、構築後のCl ient主
体マシンの増設などの拡張性を考慮し、配線に 10BASE-Tケーブルを使用する事からスター型の構築
となった。 HUBについては、 16PORTのものを用意し、ネットワーク OSとして購入したWindows95 は、
台数分用意した。これは、
1，ソースファイルの大半を Cl ient主体のマシンに依存する事で、 Server主体マシンに於ける障
害の影響を防くぐぐ、柏、
2 ， Server主体のマシンに対してCl ient主体のマシン台数が多いため、
ネットワークトラフィックを考慮した。
事によるものである。
6 ，設定上の問題点
Windows95上で、Peer to Peer型のネットワークを構築するのであれば、各種の設定は比較的簡単で
あった。 PnP機能により、 N1C(ネットワーク・インターフェースサード)等のハードウェアリソースは、装着を完了後
にマシンを再起動する事によって、自動的に検出される。 Windows 3.1のようにデバイス・ドライパ
の組み込みを行うまでは、新たなリソースが認識されないという事はない。特にPnP機能に対応した
N1Cを使用すれば、ボードの設定(割り込みや 1/0アドレスの指定)さえも自動化されている。
N1Cの装着後は、 N1C と HUBのポートを 10BASE-Tケーブルで結ぶ。今回用いたHUBのポート数は 1 6 
のため、カスケード接続を用いる事なく 1 つのHUBでまとめる事ができた。
ハードウェアの設置を終了後は、 Windows95上で、のネットワークに関する各種設定を行う。今回は、
プロトコルにTCPIIPを使用したため、ネットワークドライバとしてTCP/1Pを追加し、設定を行う必
要がある。さらに、ファイルやプリンタの共有を許可するための設定を行った後、アクセス権の管
理に関する設定を行う。選択肢は 2 つ用意されているが、今回はユーザ管理を行う Server (通常は
Windows NTで使用)を用意していないため、共有レベルのアクセス管理を選択した。
次に共有を許可するファイルの設定を行えば、この時点で初めて他のファイルへのアクセスが可
能となる。プリンタ， CD-ROM等の共有についても、以上の手順で各プロパティを設定すれば許可さ
れる事となる。
7 ，共有とセキュリティ
Windows95のネットワークに関しては、 Windows NT Server等のClient/Server型の環境と混在させ
ない限り、その思想はあくまでも個々のリソースが持つアクセス権に依存しているに過ぎない。今
回は、 Windows95による初めてのネットワークの構築と言う事で、あえて学内LANへの接続も考えて
いない。しかしながら、実際の運用面で学内LANとの接続を考慮すれば、今回のWindows95 によるPe
er to Peer型の構築で、は、あまりにもそのセキュリティの面において貧弱すぎる点が目立ち、ファ
イアーオールのような本格的なセキュリティ管理システムの導入と合わせて、 Windows NT Server等
の本格的なC1 i ent/Server型への移行を検討せざるを得ない結果となった。
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8 ，まとめ
システムとしては、まだ試用段階であるが、とりあえず本研修の当初の目的を満たす事の可能な
ネットワーク環境を構築する事ができた。従来まで、 RS-232Cを使用してのファイル転送を
行っていたが、今回のWindows95及び、イーサネットネットワークの導入でその転送速度は約 30倍に
向上し、操作性の面においても改善が認められた。しかしながら、その性能はネットワークとして
最低限のものにとどまり、満足のいくものとはいいがたい結果となった。予算的な要因に左右され
た事も原因の一つではあるが、なんらかの予算措置によって早急にServer専用機を導入し、本格的
なCI ient!Server型への移行の必要性が検討される。また、研修期間が短かった事により、各種アプ
リケーションの実行・ベンチマークテストは今後、継続して検討すべき課題となった。
なお、本研修で習得した基本・応用技術については、報告集等に記載するほか、学内向けの各種
講習会等でそれらの成果を発表する予定である。
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